
 (生 87) 

令和４年１月１７日 

 

都道府県医師会 

担当理事 殿 

 

日本医師会常任理事 

長 島 公 之 

（ 公 印 省 略 ） 

 

日本医療機能評価機構『日本医師会会員を対象とした「医療情報・診療ガイドライン

活用」に関するウェブ調査』について 

 

時下益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

さて、今般、公益財団法人 日本医療機能評価機構において、日本医師会会員を対象と

した標記調査（WEB）を実施することとなり、別添のとおり本会に対して協力依頼がまい

りました。 

本調査は、日医会員が必要とする医療情報や診療ガイドラインの活用に関する課題等

を把握し、診療ガイドラインの作成支援、普及活動等、同機構の今後の取り組みにつな

げることを目的としたものであります。 

本会としては、小職が参画する同機構 EBM 普及推進事業運営委員会において、かかり

つけ医が活用可能な診療ガイドラインの整備の必要性等について指摘してきたところで

あり、本調査に協力することといたしました。 

本調査の概要は下記のとおりであり、本年１月中旬以降、まずは「日医君」だより 

（メールマガジン）の登録会員（約 5,700 名）に対して本調査へのご協力をお願いする

予定にしておりますので、貴会におかれましても本件についてご了知のほどよろしくお

願い申し上げます。 

 

記 

 

【調査名】 

日本医師会会員を対象とした「医療情報・診療ガイドライン活用」に関するウェブ調査  

 

【調査目的】 

①日医会員の医療情報のニーズや活用媒体・環境の実態を把握する。 

②診療ガイドラインの認知・活用に関する課題を抽出する。 

③日医会員にとって活用しやすい診療ガイドラインのあり方を把握し、ガイドライン

作成団体や同機構が運営する Mindsサイトの取り組みにつなげる。 



 

【調査実施時期】 

2022年 1月から 2月（予定） 

 

【実施主体】 

公益財団法人 日本医療機能評価機構 

 

【調査手法】 

Google Formを用いた WEB調査 

 

【調査対象及び客体等】 

対象：日本医師会員（下記①に対して実施することとし、回答状況に応じて下記②へ

の調査依頼も検討する） 

客体：①「日医君」だより（メールマガジン）の登録会員（約 5,700名） 

②会員情報 DBより無作為抽出した会員 

 

【調査結果の取扱い】 

Mindsガイドラインライブラリにおいて公開（個別の回答は非公開） 

※調査結果が公開されましたら追って本会よりご連絡いたします。 

 

【調査内容】 

別紙調査票をご参照 

 

以上 

 



公益社団法人日本医師会

会長中川俊男様

日本医師会会員を対象とした「医療情報・診療ガイドライン活用」に関する

ウェブ調査の実施について(協力のご依頼)

拝啓時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

日本医療機能評価機構では、耶M普及推進事業(Minds)の一環として、診療ガイドライン

等医療情報に関する利用状況と二ーズ把握を行い、診療ガイドラインの作成支援やさらなる

活用促進に努めております。

特に、医療の機能分化の流れのなかでも一層重要な役割を果たす、地域の診療所等で活躍

されている医師における「診療ガイドライン等医療情報の活用に関する課題」を把握し、そ

の解決に向けた検討を行う意義は大きいと考えます。

そこでこの度、貴会会員を対象に以下概要でアンケート調査を実施させていただきたく、

貴会の協力をぜひ賜りますよう何卒よろしくぉ願い申し上げます。

公益財団法人日本医療機能評価機

代表理事理事長河北博

【調査概要】

貴会会員における医療情報の二ーズや活用媒体・環境の実態を把握する。目的 1

2.貴会会員における診療ガイドラインの認知・活用に関する課題を抽出する。

3.貴会会員にとって活用しやすい診療ガイドラインのあり方を把握し、ガイド

ライン作成団体や当機構が運営するMindSサイトの取り組みにつなげる。

方法 Google Form を用いたW朋調査

実施主体公益財団法人日本医療機能評価機構

調査期間 2022年1月から 2月(予定)

調査結果扱い M血心ガイドラインライブラリに集約結果を公開する。

連絡先公益財団法人日本医療機能評価機構

(E則医療情報部奥村・浦久保 Tel:03一詑17-2325)

2022年1月6日
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